
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

いわき市女性の活躍推進事業【いわき市】

目的・目標

事業の特徴

①企業アンケート調査：目標達成度 100％
・女性活躍、男女共同参画に先進的に取り組んでいる企業の認証制度創設の基礎資料とした。

②女性活躍推進フォーラム事業：目標達成度 80％
・参加者が当初予定していた人数の半数だったが、フォーラムに参加できなかった人達への理解
促進に向け、男女共同参画情報紙に記事を掲載し世帯回覧を行った。

③女性人材育成事業：目標達成度 80％
・トップセミナーは募集人数を超える参加であった。
・イクボス講座は、参加者の45％が、企業のトップや管理職であった。
・分野ごとの講座やWOMANFESTAの参加者同士が交流を深められたことや、今後のネットワーク
作りのための「男女共同参画サポーター」に18名から登録があった。

本市では、平成13年3月に「いわき市男女共同参画プラン」を策定、平成23年1月には第二次男女
共同参画プランを改訂し、計画に基づき様々な事業を実施している。

女性の活躍推進には、女性の人材育成と男性の働き方やワーク・ライフ・バランスの考え方の浸
透が不可欠なことから、経済団体、地域団体、企業や市内の大学などと連携した事業を展開し、企
業や学校、地域で、女性が活躍できるようネットワークの構築を図るなどし、女性が活躍できる環境
整備が必要である。

①企業アンケート調査
・今後創設を予定している、女性活躍や男女共同参画に先進的に取り組んでいる企業の認証制度
の基礎資料とした。

②女性活躍推進フォーラム事業
・仕事と「育児・介護」の両立に向けてについて、講演を行い、その後、パネルディスカッションで「男
女がともに仕事と生活を両立していくために」について、意見交換を行った。

③女性人材育成事業
・平成28年２月に「男女共同参画トップセミナー」及び「イクボス養成講座」、３月に 「いわきWOMAN

FESTA」を開催したほか、女性の人材育成講座として「女子大生編、働きたい女性編、働き続ける女
性編、 .企業の女性リーダー（候補）編」を計11回実施した。

①企業アンケート
・連携部署：商工労政課、行政経営課

②女性活躍推進フォーラム
・連携部署：福島県男女共生センター、地域創生課
・連携団体：いわき商工会議所
・事業の周知：福島県次世代育成支援認証企業（市内企業）、東日本国際大学、いわき明星大学、
福島工業高等専門学校、いわき短期大学、男女共同参画推進団体

③女性人材育成事業
・連携部署：商工労政課、地域創生課
・連携団体：いわき商工会議所、市内企業（受講者の推進、ロールモデルの推薦）
・事業の周知：福島県次世代育成支援認証企業（市内企業）、男女共同参画推進団体、東日本国
際大学、いわき明星大学、福島工業高等専門学校、いわき短期大学

①企業アンケート
企業の現状把握ができ、今後のプランの数値目標の設定ができた
来年度、女性活躍や男女共同参画に先進的な企業の事例集を作成する企業の発掘ができた。ま

た、市内事業の現状を把握することで、市独自の認証制度創設の基礎資料となった。
②女性活躍推進フォーラム
参加者が、参加後「ワーク・ライフ・バランスは理解できた人」が86％であり、また、市男女共同参画

情報紙Wing44号（平成28年3月発行）に基調講演・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を特集で掲載したことで、
女性活躍やワーク・ライフ・バランスの重要性を発信することができた。
③各講座の参加者のうち、男女共同参画サポーターに18名の登録があり、今後の女性活躍推進の
ネットワークづくりの取り組みにつながる。

・女性活躍や男女共同参画に先進的な企業の認証制度創設にあたっては、学識経験者や経済団
体等と連携を強化し、認証要件などの検証を進める。

・人材育成講座の女子大生編については、講座の周知に関しては、大学の協力は得られたが、参
加者が少なかったことや女性活躍の講座にはぜひ男性にも参加してほしいとの声があったことから
、今後は大学と連携し、授業などの時間で講座ができるように連携を強化する。
企業の女性リーダーについては、経済団体のほか個別に企業に依頼をしたが参加者が少なかっ

たことから、更に賛同する企業を開拓し様々な業種の女性リーダーを集めていく必要がある。

・セミナーや講座等の募集の周知方法で、男女共同参画センター独自のFBを作り、SNSを使った
広報についての検討。



事業の概要

①企業アンケート調査事業
調査期間：平成27年11月10日～11月27日
対象事業所：従業者30人以上の市内事業所

809事業所（有効配布数723事業所）
回答事業所214事業所
回答率 29.6%

調査内容：回答事業者の属性、女性管理職の割合
労働時間や有給休暇取得状況
育児・介護支援制度
女性の活躍推進について
ワーク・ライフ・バランスの取組みについて

②女性活躍推進フォーラム事業
日時：平成27年11月8日（日）13：00～16：00
場所：いわき市総合保健福祉センター（参加者：100名）
(1)基調講演 演題：「仕事と「育児・介護」の両立に向けて」

講師：株式会社wiwiw社長執行役員・経営管理学博士 山極 清子氏
(2)パネルディスカッション

演題：「男女がともに仕事と生活を両立していくために」
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ－：基調講演講師
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：社会保険労務士法人ＨＲＭ総合事務所 代表社員 奥瀬 円氏

アルパイン株式会社 管理副担当理事 前田 眞二氏
福島県男女共生センター館長 千葉 悦子氏、いわき市長 清水 敏男

③女性の人材育成事業
●「いわきWOMAN FESTA」
日時：平成28年3月13日（日）13：00～16：00
場所：いわき市総合保健福祉センター
a.講演会 13：00～14：30）

演 題：「どん底からのキャリア論」
講 師： NPO法人マドレボニータ 代表 吉岡マコ氏

b.ワールド・カフェ（参加者の交流会） 14：40～16：00
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：弁護士 菅波 香織氏

※エントランスホールで女性に関連する掲示や展示
・乳がんや子宮がんの予防啓発
・DVや児童虐待防止の啓発
・各専門分野講座の様子

参加者40名
託児19名

c.専門分野講座
〇女子大生編（参加者9名）
⑴講演とワークショップ
日時：平成28年1月27日（水）15：30～17：00
演題「自分らしいキャリアとライフ」
講師 スリール株式会社 代表 堀江 敦子 氏

⑵講演
日時：平成28年2月3日（水）15：30～17：00
演題「これから働く女性が知っておくべきこと」
講師 社会保険労務士 松本 麻衣子 氏

〇働きたい女性編（参加者16名） ※託児有（１歳～小学校入学前）（託児5名）
⑴講演とワークショップ
日時：平成28年2月2日（火）10：00～12：00
演題「おうち起業の始め方と名刺作り」
講師 おうち起業家・主婦デザイナー 大澤 和美 氏

⑵ロールモデルカフェ
日時：平成28年2月9日（火）10：00～12：00
ロールモデル：3名

⑶起業家訪問
日時：平成28年2月16日（火）10：00～12：00
演題「女性起業家に会いに行こう！」
講師 創業スクール選手権 地域密着特別賞受賞 リリーブオブザバリー 小松 慶子氏

中小企業診断士 奥瀬 円 氏

〇 働き続ける女性編（参加者15名） ※託児有（１歳～小学生）（託児12名）
⑴講演
日時：平成28年2月19日（金）18：30～20：00
演題「ワーキングマザーの知恵」
講師 日本ワーキングママ協会 代表 大洲 早生季 氏

⑵講演
日時：平成28年2月26日（金）18：30～20：00
演題「働き続ける女性が知っておきたいこと」
講師 弁護士 菅波 香織 氏

⑶ロールモデルカフェ
日時：平成28年3月4日（金）18：30～20：00
ロールモデル：1名

〇.企業の女性リーダー（候補）編（参加者9名）
⑴講演
日時：平成28年2月16日（火）15：30～17：00
演題「ワークライフバランス手帳術」
講師 ㈱ワーク・ライフ・バランス 田村優実氏

⑵ワークショップ
日時：平成28年3月8日（火）15：30～17：00
演題「自己主張トレーニング～いざというとき上手に伝えるために～」
講師 NPO法人日本フェミニストカウンセリング学会認定フェミニストカウンセラー 丹羽麻子 氏

⑶ロールモデルカフェ
日時：平成28年3月15日（火）15：30～17：00
ロールモデル：2名

●男女共同参画トップセミナー
日 時 平成28年2月10日（水） 13時30分から15時00分
場 所 いわき市総合保健福祉センター
講 師 フリーアナウンサー 吉川 美代子氏
演 題 「リーダーシップは声と言葉の力」
参加者 220名

●イクボス養成講座
日 時 平成28年2月12日（金） 18時30分から20時00分
場 所 いわき市総合保健福祉センター
講 師 NPO法人 ファザーリング・ジャパン 代表理事 安藤 哲也 氏
演 題 「上司が変わればいわきの子育て・介護が変わる！」
参加者 60名


	スライド番号 1
	スライド番号 2

